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ビ
ル
の
３
階
８
坪
の
部
屋
が
空
い

て
い
た
の
で
、
図
々
し
く
も
歯
科

医
院
を
開
業
し
た
。
23
歳
７
ヵ
月
、

若
造
歯
科
医
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

東
京
大
空
襲
の
焼
け
跡
に
建
て
た

東
日
本
橋
（
薬
研
掘
）
の
自
宅
か

ら
人
形
町
、
水
天
宮
を
通
り
、
茅

場
町
の
歯
科
医
院
ま
で
徒
歩
で
約

20
分
、
毎
朝
８
時
半
に
は
出
勤
し
、

掃
除
を
し
て
い
た
。
こ
の
頃
は
、
ど
こ
の
歯
科

医
院
も
歯
科
医
師
一
人
が
診
療
準
備
か
ら
会
計
、

ア
ポ
イ
ン
ト
取
り
ま
で
こ
な
し
て
い
た
時
代
で

あ
る
。

　

新
米
の
歯
科
医
師
の
開
業
、
果
た
し
て
患
者

さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ

っ
た
が
、
意
外
な
ほ
ど
順
調
だ
っ
た
の
は
、
お

江
戸
日
本
橋
と
い
う
下
町
の
義
理
人
情
の
世
界

の
お
か
げ
で
あ
る
。
小
学
校
や
中
学
校
の
友
人
、

近
隣
の
人
達
が
、「
明
ち
ゃ
ん
が
開
業
し
た
!!
」

と
、
ま
だ
腕
も
定
か
で
は
な
い
の
に
、
私
の
歯

科
医
院
を
訪
ね
て
く
れ
た
。
下
町
気
質
の
気
さ

く
さ
で
、「
若
い
ド
ク
タ
ー
が
い
る
よ
！
」
と
、

近
隣
の
会
社
や
商
家
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
方

が
来
院
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

時
代
背
景
か
ら
す
れ
ば
、
長
い
戦
争
の
あ
と

で
歯
の
治
療
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
皆
、
虫
歯
や
口

腔
疾
患
を
患
っ
て
い
た
し
、
歯
科
医
師
の
数
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
幸
運
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
戦
時
中
ゆ
え
に
不
十
分
な
勉
強

し
か
し
て
お
ら
ず
、
自
信
満
々
な
歯
科
診
療
と

い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
戦
国

武
将
の
毛
利
元
就
の
「
一
本
の
矢
は
容
易
に

折
れ
る
が
、
矢
を
三
本
ま
と
め
る
と
折
れ
に
く

い
」
と
い
う
三
子
教
訓
状
で
は
な
い
が
、
開
業

翌
年
に
後
輩
の
小
熊
一
路
君
を
雇
用
し
た
。

　

24
歳
で
初
め
て
人
を
雇
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

　

歯
科
医
師
に
な
っ
て
１
年
半
し
か
た
た
な
い

若
造
が
、
都
心
の
日
本
橋
で
開
業
す
る
な
ん
て
、

今
で
は
夢
の
よ
う
で
あ
る
。

　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
私
は
４
年
制
教
育

だ
っ
た
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
。

戦
争
の
た
め
、
ろ
く
に
勉
強
が
で
き
な
い
ま
ま

第
三
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
て
し
ま

っ
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
も
で
き
な
い
と
思

い
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
歯
科
学
教
室
を
め

ざ
し
た
。
12
名
の
研
究
生
枠
に
対
し
て
、
各
学

校
か
ら
48
名
が
応
募
。
私
は
運
よ
く
入
局
で
き
、

研
究
生
そ
し
て
医
学
部
の
無
給
助
手
と
な
り
、

宿
直
も
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

慶
應
大
病
院
歯
科
を
退
局
し
た
あ
と
、
１
９

４
９
（
昭
和
24
）
年
10
月
、
茅
場
町
に
あ
る
焼
け

福
岡 

明

年
の
歴
史
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歯
科
医
院
を
開
業

最初の診療所で、
妻の照子と

昭
和
24
年
　
茅
場
町
会
館
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福
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科
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れ
は
や
は
り
、
商
家
の
次
男
坊
と
い
う
、
生
ま

れ
持
っ
た
遺
伝
子
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
し
て
開
業
数
年
目
に
は
、
花
田
実
君

と
い
う
後
輩
や
村
上
忠
雄
君
（
医
学
博
士
） 

、

東
歯
大
よ
り
田
崎
敬
博
士
が
応
援
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
り
、
充
実
し
た
歯
科
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
当
時
、
歯
科
衛
生
士
制
度
は
な
く
、

女
子
医
局
員
を
雇
っ
て
い
る
開
業
歯
科
医
は
い

な
か
っ
た
が
、
俳
優
養
成
所
の
生
徒
だ
っ
た
私

の
妻
（
こ
の
頃
は
婚
約
者
）
の
妹
さ
ん
が 
「
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
た
い
」
と
言
う
の
で
、
診
療
所

の
掃
除
や
受
付
を
さ
せ
て
い
た
。
す
る
と
、
近

隣
の
開
業
歯
科
医
か
ら
「
福
岡
は
女
性
を
使
っ

て
、
色
気
戦
法
で
客
引
き
を
し
て
い
る
」
と
い

う
噂
を
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
今
に
す
れ

ば
、
笑
い
話
に
も
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
信
頼
さ
れ
た
し
、

女
子
医
局
員
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

た
。
そ
の
後
、
若
き
可
愛
い
お
嬢
さ
ん
方
を
新

規
雇
用
し
た
と
こ
ろ
、
近
隣
で
「
あ
の
歯
医
者

さ
ん
は
美
人
揃
い
だ
か
ら
行
っ
て
み
な
!!
」
と

噂
に
な
り
、
な
か
に
は
テ
レ
ビ
局
か
ら
引
き
抜

き
が
あ
っ
た
程
で
あ
る
。

　

当
時
は
、
大
学
卒
と
い
え
ど
も
女
性
の
就
職

先
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
当
院
の
医

局
に
は
慶
應
、
日
本
女
子
、
聖
心
、
学
習
院
、

共
立
、
山
脇
、
和
洋
な
ど
、
著
名
な
大
学
の
卒

業
生
が
多
か
っ
た
。
私
の
秘
書
は
、
米
国
に
留

学
し
て
い
た
御
嬢
様
が
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
。

歯
科
医
師
も
国
立
大
、
東
歯
大
、
日
本
歯
大
、

日
本
大
、
医
科
歯
科
大
と
い
っ
た
名
門
校
卒
業

で
、
教
授
の
お
墨
付
き
の
入
局
者
も
多
く
、
活

気
の
あ
る
歯
科
医
院
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

多
く
の
患
者
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
大
過
な
く

歯
科
医
院
を
運
営
し
５
年
が
経
っ
た
頃
、
田
崎

敬
先
輩
が
東
京
歯
科
大
学
生
理
学
教
室
で
単
一

神
経
の
電
気
生
理
的
研
究
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
推
薦
さ
れ
、
医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
す
る

た
め
、
同
教
室
に
入
室
し
研
究
生
と
な
っ
た
。

　

最
初
は
、
唾
液
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の

研
究
だ
っ
た
。
あ
る
日
「
君
、
東
京
学
芸
大
学

に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
教
授
か
ら
突
然

言
わ
れ
た
。
当
時
、
東
京
学
芸
大
学
心
理
学
の

斉
藤
義
雄
博
士
は
、
パ
ブ
ロ
フ
の
自
律
神
経
の

条
件
反
射
に
対
抗
し
て
、
ベ
ヒ
テ
レ
フ
の
運
動

条
件
反
射
の
研
究
を
し
て
い
た
の
だ
が
、   

「
一

人
優
秀
な
（
？
）
研
究
生
を
派
遣
し
て
く
れ
」

と
の
要
望
が
あ
り
、
抜
擢
さ
れ
た
の
だ
。

　

心
理
学
実
験
室
に
出
向
と
な
っ
た
当
初
は
、

犬
を
使
っ
て
実
験
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
埒
が
明
か
な
い
と
い
う
の
で
、
英
語
や
ロ

シ
ア
語
の
文
献
を
も
と
に
「
人
間
に
お
け
る
運

動
条
件
反
射
」
の
研
究
を
始
め
た
。
実
験
は
主

に
夜
中
に
行
わ
れ
た
の
で
、
私
は
午
後
２
時
に

診
療
を
切
り
上
げ
て
、
下
馬
の
東
京
学
芸
大
学

に
通
っ
た
。
留
守
中
の
診
療
は
、
東
京
歯
科
大

学
を
ト
ッ
プ
で
卒
業
し
た
後
輩
、
勝
股
恒
美
先

生
に
お
任
せ
し
た
。
彼
は
語
学
に
も
堪
能
で
、

私
の
参
考
文
献
は
、
生
理
学
の
最
高
の
解
説
書

で
あ
る
「
フ
ル
ト
ン
の
生
理
学
」
を
読
み
な
が

ら
翻
訳
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

実
験
は
、
人
間
の
下
肢
の
筋
肉
に
端
子
を
当

て
、
電
気
刺
激
に
よ
る
筋
電
図
上
の
変
化
を
測

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
波
形
の
大
き
さ
を
定

規
で
計
り
、
ま
た
、
反
応
が
起
き
る
ま
で
の
潜

時
も
測
定
す
る
こ
と
で
反
射
か
反
応
か
判
断
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
す
れ
ば
、
極
め
て
容
易
に

で
き
た
と
思
う
が
、
手
作
業
で
行
う
研
究
チ
ー

ム
の
努
力
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
成
果
を
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
、
第

35
回
日
本
生
理
学
会
総
会
で
発
表
し
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
大
阪
大
学
医
学
部
第
二
生
理
学
教
室

の
吉
井
直
三
郎
教
授
の
目
に
と
ま
り
、
今
度
は

大
阪
大
学
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
報
告
レ
ポ

ー
ト
は
真
っ
赤
に
訂
正
さ
れ
、
追
試
と
実
験
に

明
け
暮
れ
る
日
々
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
研
究
は
麻
薬
だ
と
思
う
。
夢
中
に
な

る
と
止
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
私
が
研
究
に

没
頭
し
て
い
る
時
、
妻
は
一
日
１
０
０
０
円
の

食
費
で
生
活
を
支
え
、
医
局
員
も
一
丸
と
な
っ

て
歯
科
医
院
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

お
陰
で
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
10
月
７
日
、

32
歳
の
と
き
に
大
阪
大
学
よ
り
目
出
度
く
医
学

博
士
の
学
位
を
受
領
で
き
た
。
こ
の
成
果
は
、

家
族
は
も
と
よ
り
、
医
局
員
の
心
か
ら
の
尽
力

の
賜
と
今
な
お
感
謝
し
て
い
る
。

　

開
業
14
年
目
と
な
る
１
９
６
２
（
昭
和
37
）

年
に
は
、
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
３
階
ワ
ン
フ
ロ

ア
に
拡
張
し
、
更
に
１
年
後
に
は
目
黒
区
祐
天

寺
に
戸
建
て
の
自
宅
兼
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

業
し
た
。
医
局
員
は
40
名
程
に
な
り
、
診
療
内

容
も
充
実
し
て
い
っ
た
。

  

医
学
博
士
に
な
れ
る
の
!?昭和３３年  医学博

士受領パーティで
は、笠置シヅ子さ
んがお祝いとして
歌ってくださった

昭和３７年  結婚して
７年目、祐天寺の商
店街のはずれに土地
を購入し、自宅と診
療所を兼ねた福岡歯
科祐天寺院を開設

昭
和
38
年  
本
院
ス
タ
ッ
フ

5
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祐
天
寺
に
分
院
を
作
る
際
、
医
療
法
人
の
許

可
が
必
要
と
な
っ
た
。
対
税
的
な
こ
と
も
あ
り
、

社
団
法
人
に
す
る
か
財
団
法
人
に
す
る
か
迷
っ

た
が
、
折
も
折
、
政
府
は
開
業
医
の
財
団
法
人

は
許
可
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
法
人
化
す
る
歯

科
医
院
は
す
べ
て
医
療
法
人
社
団
と
な
っ
た
。

法
人
化
す
る
と
、
数
箇
所
の
診
療
所
を
持
っ
て

も
経
営
母
体
は
一
つ
で
、
種
々
の
意
味
に
お
い

て
統
制
が
取
れ
る
。

　

当
法
人
の
名
称
は
「
明
徳
会
」
と
し
た
。
苗

字
帯
刀
を
江
戸
幕
府
よ
り
許
さ
れ
た
糸
問
屋
で

あ
る
福
岡
徳
兵
衛
商
店
の
末
裔
と
し
て
、
当
法

人
開
設
者
の
福
岡
明
の
「
明
」
を
「
徳
」
の
上

に
乗
せ
、
徳
兵
衛
商
店
よ
り
発
展
・
充
実
さ
せ

た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
明
徳
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
徳

稲
荷
と
い
う
神
社
も
あ
る
よ
う
に
、
な
か
な
か

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
中
国
古
典
の

 

〝
大
学
〟
の
最
初
に
出
て
く
る
言
葉
で
も
あ
り
、

 

「
明
徳
と
は
心
の
鏡
で
あ
り
、
鏡
は
物
事
を
正

し
く
映
す
力
を
持
つ
が
、
心
は
時
と
し
て
我
欲

や
欲
心
な
ど
が
働
い
て
曇
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
曇
り
を
拭
い
去
っ
て
物
事
を
正
し
く
映
す

こ
と
」
と
あ
る
。

　

偶
然
と
は
い
え
、
私
た
ち
医
療
人
に
と
っ
て

拳
々
服
膺
す
べ
き
有
難
い
名
称
を
つ
け
た
も
の

で
あ
る
。
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
れ

は
「
利
他
の
心
」
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

当
院
に
は
、
日
本
郵
船
の
社
員
の
方
が
た
く

さ
ん
患
者
さ
ん
と
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
た

が
、
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
、
仮
本
社
が
あ

っ
た
場
所
に
新
築
ビ
ル
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
、
３
階
の
一
室
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
の
日
本
郵
船
の
役
員
の
方
の
骨
折
り
で
45

坪
の
部
屋
を
借
り
、
郵
船
ビ
ル
院
を
開
設
し
た
。

人
脈
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
。

　

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
に
は
、
東
日
本
橋

に
あ
る
私
の
実
家
の
１
階
と
２
階
に
、
40
坪
程

の
技
工
研
究
室
を
設
け
、
当
法
人
の
歯
科
技
工

を
一
手
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
６
月
に
は
、
市
川

に
お
い
て
五
法
人
中
、
御
法
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
」
と
言
わ
れ
て
購
入
し
た
が
、
診
療
所
の
設

備
内
容
は
当
法
人
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
と
は
合
わ

ず
、
全
面
改
装
を
し
た
。
そ
の
投
資
額
は
、
今

思
う
と
よ
く
で
き
た
と
思
う
巨
額
な
も
の
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
、
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
他

の
四
つ
の
医
療
法
人
は
採
算
ベ
ー
ス
に
合
わ
な

い
と
い
う
こ
と
で
断
っ
た
と
い
う
。
要
は
三
越

役
員
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
今

と
な
っ
て
は
笑
い
話
で
は
あ
る
が
、
お
陰
で
当

法
人
は
更
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

そ
の
後
、
開
業
当
時
の
茅
場
町
会
館
の
診
療

所
が
ビ
ル
建
替
え
の
た
め
廃
止
と
な
り
、
１
９

８
５
（
昭
和
60
）
年
に
は
新
川
一
丁
目
六
甲
第

二
ビ
ル
２
階
に
診
療
室
を
移
し
、
同
時
に
３
階

に
法
人
事
務
局
を
設
置
し
た
。
一
つ
の
事
業
形

態
が
整
い
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
に
は
同

ビ
ル
１
階
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
を
開
業
、
主

と
し
て
難
症
例
の
治
療
に
当
た
っ
た
。

　

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
は
、
祐
天
寺
院

の
老
朽
化
に
伴
っ
て
同
地
に
３
階
建
て
ビ
ル
を

建
設
し
、
１
階
に
新
し
く
開
院
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
秋
に
は
、
西
新
宿
サ
ン
デ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
、
星
和
住
宅
ビ
ル
（
日
本
生

命
保
険
株
式
会
社
所
有
ビ
ル
）
よ
り
隣
接
の
新

ビ
ル
、
エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
（
日
本
生
命
、

第
一
生
命
、
工
学
院
大
学
の
合
同
ビ
ル
）
３
階

55
坪
に
移
転
、
新
宿
院
と
し
て
開
設
し
た
。

市
末
広
に
一
軒
家
を
購
入
。
歯
科
技
工
室
を
東

日
本
橋
よ
り
移
転
す
る
と
同
時
に
法
人
化
し
、

㈲
ラ
ボ
・
ス
ク
エ
ア
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
、
西
新
宿
の
星
和

住
宅
ビ
ル
に
あ
る
三
越
歯
科
診
療
所
が
廃
止
さ

れ
、
同
ビ
ル
７
階
の
84
坪
に
（
医
）
明
徳
会
サ

ン
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
た
。
こ
れ

に
は
面
白
い
経
緯
が
あ
る
。

　

当
時
、
三
越
の
社
長
が
経
営
改
革
で
赤
字
部

門
の
廃
止
を
行
っ
て
い
た
が
、
三
越
歯
科
診
療

所
は
不
採
算
部
門
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
他
の
歯

科
医
療
法
人
に
譲
渡
す
る
と
い
う
の
だ
。 

「
西

新
宿
は
、
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
よ
」
と
、
後
に

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
長
と
な
っ
た
八

木
佑
四
郎
氏
か
ら
勧
め
ら
れ
、
三
越
の
担
当
者

か
ら
話
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
院
を
含
め
、
東
京
の
五
つ
の
著
名
医
療
法

人
に
交
渉
し
た
そ
う
で
、   
「
診
療
体
系
も
よ
く
、

健
全
経
営
を
し
て
い
る
の
で
、
三
越
の
委
員
会

昭和５４年  結婚２５周年「銀婚式」で

昭和４７年  
結婚５０周年「金婚式」での父と母

  

明
徳
会
の
発
展

最後のツーショット。明 81歳、照子 80歳
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エステック情報ビルにできたサンデンタルクニッ
クにて毎年、新年を祝い小山悠子院長（現在は
理事長。院長は、ご子息の小山祐樹氏）と記念
撮影

階
の
た
っ
た
８
坪
の
自
宅
に
家
族
４
人
が
住
ん

で
い
た
頃
、
夜
中
で
も
飛
び
起
き
て
急
患
を
診

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
祭
り
に
は
率
先
し
て

神
輿
を
担
ぎ
、
町
の
伝
染
病
予
防
委
員
と
し
て

奥
様
方
に
「
ゴ
キ
ブ
リ
」
の
駆
除
法
を
教
え
る

な
ど
、
診
療
以
外
の
こ
と
に
も
熱
心
に
取
り
組

ん
だ
。
芸
能
界
の
方
が
来
院
す
れ
ば
、
必
ず
そ

の
方
の
お
芝
居
を
観
に
行
き
、
楽
屋
見
舞
い
を

届
け
た
。
そ
の
お
陰
で
人
脈
が
広
が
り
、
私
の

フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

歯
科
医
業
は
、
自
由
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。

ま
ず
人
に
好
か
れ
、
フ
ァ
ン
を
持
つ
こ
と
が
大

事
な
の
だ
。
歯
科
医
は
歯
科
医
学
、
弁
護
士
は

法
律
、
会
計
士
は
会
計
学
と
い
う
専
門
知
識
を

身
に
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
の
職
種
と
な
る
が
、

根
本
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

医
局
員
教
育
と
し
て
、
私
は
こ
ん
な
例
え
話

を
す
る
。

　

 

「
真
珠
の
首
飾
り
は
、
そ
の
珠
一
粒
ひ
と
粒

が
綺
麗
で
、
大
き
さ
も
揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
価

値
は
な
い
。
も
し
も
、
た
っ
た
一
粒
で
も
傷
つ

い
た
り
曇
っ
て
い
た
り
し
た
ら
、
そ
の
玉
を
磨

き
上
げ
る
か
、
あ
る
い
は
同
じ
大
き
さ
の
綺
麗

な
玉
と
取
り
換
え
る
し
か
な
い
。
医
局
員
一
人

ひ
と
り
が
皆
、
輝
い
て
い
る
玉
に
な
る
よ
う
切

磋
琢
磨
し
て
、
患
者
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
魅
力
的

な
組
織
に
し
よ
う
」。

　

近
年
、
医
療
現
場
は
細
分
化
さ
れ
て
、
技
術

偏
重
に
拍
車
が
か
か
っ
て
来
た
。
ミ
ク
ロ
の
誤

　

そ
の
後
の
10
年
の
間
に
、
郵
船
ビ
ル
院
を
ワ

ン
フ
ロ
ア
１
１
０
坪
に
拡
張
し
、
波
動
医
学
研

究
室
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
院
Ｒ
Ｉ
Ｍ
を
併
設
し
、

ス
タ
ッ
フ
も
80
余
名
を
擁
し
、
充
実
し
た
診
療

を
提
供
で
き
る
法
人
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
１
９
８
０
年
代
は
、
右
肩
上

が
り
を
続
け
る
好
景
気
が
益
々
膨
み
を
見
せ
、

不
安
と
期
待
を
抱
え
な
が
ら
熱
狂
し
て
い
た
時

代
で
あ
っ
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
私
は
、
大
正
最
後
の
年
に

東
京
下
町
の
日
本
橋
の
商
家
の
次
男
坊
と
し

て
生
ま
れ
育
っ
た
。
父
は
、
資
本
主
義
社
会
に

生
き
るK

now
 H

ow

を
子
供
の
頃
か
ら
仕
込

ん
で
く
れ
た
。
そ
れ
は
「
①
引
き
、
②
資
本
、

③
技
術
」
で
あ
る
。 

「
引
き
」
は
、
す
な
わ
ち

 

「
人
の
引
き
」
＝
「
信
用
」、  

つ
ま
り
人
脈
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ボ
ロ
ビ
ル
の
３
階
に
診
療
室
を
開
設
し
、
５

差
に
こ
だ
わ
る
緻
密
さ
も
大
切
だ
が
、
歯
科
医

師
自
身
の
人
格
の
陶
冶
が
肝
心
で
あ
る
。
人
の

心
を
し
っ
か
り
と
つ
か
め
る
魅
力
あ
る
人
間
に

な
っ
て
、
信
頼
と
い
う
高
い
次
元
で
診
療
し
な

け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
立
派
な
総
義
歯
が
作
れ
て

も
患
者
さ
ん
は
そ
れ
を
放
り
出
し
て
し
ま
う
。

患
者
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
ご

贔
屓
さ
ん
、
優
秀
な
人
材
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

る
研
究
機
関
な
ど
、
幾
多
の
出
会
い
と
人
脈
の

お
陰
で
今
日
の
法
人
が
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
て

い
る
昨
今
で
あ
る
。

　

Value added D
entist

（
付
加
価
値
を
持

っ
た
歯
科
医
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

　

歯
科
医
術
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
持
た
な
け

れ
ば
、
患
者
さ
ん
は
魅
力
を
感
じ
な
い
。
付
加

価
値
は
何
で
も
良
い
。
人
を
引
き
つ
け
る
何
か

を
持
っ
て
い
れ
ば
良
い
。

　

私
に
と
っ
て
の
付
加
価
値
は
、
東
洋
医
学
と

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
70
年
、
東
洋
医
学

的
療
法
を
ベ
ー
ス
に
し
た
相
補
代
替
医
療
（
Ｃ

Ａ
Ｍ
）
を
導
入
し
て
研
鑽
し
、   

「
痛
く
な
い
、

腫
れ
な
い
、
怖
く
な
い
」、   

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
歯
科
医
療
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
作
っ
た
が
、

常
に
「
愛
＝
氣
」
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

　

愛
は
医
療
の
原
動
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
具
現

化
し
た
も
の
が
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
あ
る
。
こ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
が
私
の
法
人
を
支
え
て
い
る
。
日
本
歯
科

東
洋
医
学
の
中
心
と
言
わ
れ
る
程
、
そ
の
道
に

お
け
る
数
々
の
研
究
を
続
け
、
学
会
で
発
表
す

る
論
文
や
著
書
も
数
え
れ
ば
切
り
が
な
い
。

　

思
え
ば
60
代
、
70
代
は
、
ま
だ
ま
だ
若
さ
が

あ
り
、
精
力
的
に
学
会
活
動
を
し
て
い
た
。
75

歳
で
愚
息
に
理
事
長
を
譲
っ
て
か
ら
は
、
さ
ら

に
研
究
に
熱
が
入
っ
た
。

　

し
か
し
、
さ
す
が
に
80
代
に
な
る
と
体
力
や

気
力
の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ン
デ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
継
承
者
は
ど
う
し
よ
う

か
と
悶
々
と
考
え
る
日
々
が
続
い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
私
の
傍
ら
で
臨
床
や
研

究
に
寄
り
添
い
、
私
の
哲
学
、
技
術
を
マ
ス
タ

ー
し
た
小
山
悠
子
博
士
か
ら
「
息
子
の
祐
樹
と

二
人
で
頑
張
る
か
ら
継
が
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

  

愛
は
氣
な
り

平成２８年１月　福歯会の新年会　九重親方（元横綱 千代の富士）は
毎年出席してくださっていたが、この年が最後となった。合掌

  

歯
科
医
は
サ
ー
ビ
ス
業

7



Akira
Fukuoka

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
理
事
長
は
じ
め
理
事
会

で
検
討
し
た
が
、
小
山
博
士
な
ら
学
術
論
文
も

臨
床
経
験
も
豊
富
で
あ
り
、
ま
た
、
独
立
す
る

の
に
相
応
の
年
齢
で
あ
っ
た
し
、
当
法
人
に
対

す
る
貢
献
度
も
勘
案
し
継
承
譲
渡
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
10
月
、
め

で
た
く
医
療
法
人
明
悠
会
サ
ン
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
誕
生
し
、
今
年
で
９
年
目
で
あ
る
。

福
岡
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
実
践
し
、
健
全
経
営
し

て
患
者
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い

限
り
で
あ
る
。

　

サ
ン
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
当
法
人
か
ら

手
離
し
た
の
で
、
次
い
で
祐
天
寺
院
と
新
川
院

は
新
し
い
診
療
体
系
を
実
践
で
き
る
よ
う
全
面

改
装
し
た
。
当
法
人
も
再
出
発
し
、
現
在
、
皆

様
の
御
支
援
で
博
史
理
事
長
、
西
原
専
務
理
事

を
中
心
に
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
助

手
、
事
務
局
（
理
事
長
夫
人
も
）、   

そ
し
て
同

系
列
の
㈲
ラ
ボ
・
ス
ク
エ
ア
を
含
め
総
勢
60
余

名
、
健
全
経
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

感
謝
！

　
　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

さ
て
、
こ
こ
で
私
の
歯
科
医
政
暦
を
少
々
述

べ
て
み
た
い
。

　

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
、
若
干
30
歳
で
日

本
橋
歯
科
医
師
会
の
理
事
に
就
任
し
た
が
、
そ

れ
は
私
の
才
能
や
人
柄
が
買
わ
れ
た
の
で
は
な

く
、
当
番
制
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

「
順
番
だ
か
ら
、

お
前
が
理
事
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
、
ま
ぁ
使
い

走
り
役
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

４
年
後
の
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
は
、

歯
科
医
師
会
の
専
務
理
事
に
就
任
し
た
。

　

専
務
に
な
る
と
、
行
政
府
の
人
と
の
付
き
合

い
、
あ
る
い
は
上
部
団
体
で
あ
る
日
歯
、
都
歯

と
の
関
係
も
深
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歯
科
医

師
会
の
委
員
会
の
委
員
に
抜
擢
さ
れ
た
。
日
本

歯
科
医
師
会
で
は
社
会
保
険
委
員
会
、
疑
義
解

釈
委
員
会
、
厚
生
委
員
会
、
調
査
室
、
広
報
委

員
会
副
委
員
長
と
し
て
、
日
本
歯
科
医
師
会
の

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
的
な
要
職
を
歴
任
し
た
。

　

東
京
都
歯
科
医
師
会
で
も
各
委
員
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
の
診
療
報
酬
審
査

委
員
会
の
委
員
を
８
年
間
、
務
め
た
。
特
に
社

会
保
険
の
審
査
員
で
は
、
学
識
経
験
者
代
表
の

開
業
医
と
し
て
重
要
な
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
た
。

そ
ん
な
忙
し
い
日
々
を
送
り
、
１
９
６
４
（
昭

和
39
）
年
に
は
、
日
本
橋
歯
科
医
師
会
の
副
会

長
に
就
任
し
た
。
当
時

の
日
本
橋
歯
科
医
師
会

の
会
員
の
平
均
年
齢
は

52
歳
だ
と
い
う
の
に
、

39
歳
と
い
う
若
い
副
会

長
で
あ
っ
た
。

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）

年
４
月
、
第
39
回
定
期

総
会
に
て
、
伝
統
あ
る

社
団
法
人
東
京
都
日
本

橋
歯
科
医
師
会
の
会
長

に
就
任
し
た
。

　

当
時
の
歯
科
界
の
現

状
は
、
危
機
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
歯
科
界
で

は
一
部
を
除
き
、
自
由
診
療
の
減
少
、
保
険
診

療
の
不
採
算
部
門
の
増
加
、
歯
科
医
師
数
の
増

加
、
人
件
費
、
器
材
そ
の
他
の
変
動
経
費
の
高

騰
な
ど
、
こ
の
ま
ま
行
け
ば
会
員
の
経
営
行
き

詰
ま
り
は
目
に
見
え
て
い
た
。
我
々
の
歯
科
界

の
金
融
機
関
で
の
評
価
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
か
ら
Ｃ

ラ
ン
ク
へ
落
ち
、
更
に
Ｄ
ラ
ン
ク
ま
で
落
ち
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
た
。

　

将
来
を
見
据
え
た
策
を
練
り
な
が
ら
会
長
を

努
め
て
一
年
半
が
経
っ
た
頃
、
思
い
が
け
な
い

こ
と
に
過
労
か
ら
半
年
入
院
、
そ
の
後
一
年
間

は
休
養
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
病
状
は
お

も
わ
し
く
な
く
、
生
命
の
危
険
が
あ
る
と
い
う

の
で
、
歯
科
医
師
会
会
長
を
辞
任
。
学
会
の
講

演
な
ど
、
す
べ
て
断
り
療
養
に
専
念
し
た
。

　

進
歩
し
た
現
代
医
学
で
診
断
が
つ
か
ず
、
難

し
い
治
療
と
な
る
病
状
で
あ
っ
て
も
、
東
洋
医

学
やB

i-D
igital O

-R
ing T

est

な
ど
の
相

補
代
替
医
療
（
Ｃ
Ａ
Ｍ
）
を
駆
使
す
る
と
、
人

間
の
体
は
そ
れ
ほ
ど
柔
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
身
を
持
っ
て
実
感
し
た
。
そ
こ
で
私
は
あ

ら
ゆ
る
代
替
医
療
の
研
究
に
精
進
し
、
お
陰
で

学
術
書
や
一
般
書
を
十
数
冊
も
書
き
、
１
０
０

編
以
上
の
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

近
年
、「
大
家
族
主
義
経
営
」
を
掲
げ
る
企
業

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。「
大
家
族
主
義
」
は
、

利
益
を
優
先
せ
ず
、
苦
楽
を
と
も
に
す
る
社
員

を
家
族
の
よ
う
に
信
頼
し
大
切
に
す
る
経
営
の

こ
と
だ
が
、
福
岡
歯
科
で
は
永
年
に
亘
り
実
践

し
て
き
た
。 

「
個
の
力
」
と
「
組
織
の
力
」
を

か
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
成
果
と
な
り
、
医
局
員

一
人
ひ
と
り
の
力
が
集
結
し
て
こ
そ
、
明
徳
会

の
成
長
・
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

（ふくおか・あきら）
歯科医師、医学博士。
1948 年 東京歯科医学専門学校（現・東京
歯科大学）卒業。慶應義塾大学医学部歯
科学教室、東京歯科大学生理学教室、東
京学芸大学心理学実験室、大阪大学医学
部第二生理学教室、大阪大学医学部より
医学博士号の学位を受領。間中善雄氏に
師事して東洋医学を研修し、台湾省歯科医
学会総会、全国各地の学会、医師会及びセ
ミナーなどにて講演。1985年 中華人民共
和国衛生部の招聘により中医学研修と情
報交換を行う。
東京都日本橋歯科医師会会長、日本歯科
東洋医学会会長、日本統合医療学会理事、
日本催眠学会理事、国際歯科学士会（ICD）
会員、東京歯科大学非常勤講師、明治鍼
灸大学非常勤講師などを歴任。現在、日
本歯科医療管理学会名誉会員、日本バイ・
ディジタル O －リングテスト医学会名誉会員、
日本歯科東洋医学会名誉会員、日本統合
医療学会名誉会員、お江戸日本橋歯科医
師会顧問、FOS 統合医療研究会名誉会長、
医療法人社団明徳会福岡歯科会長、同福
岡歯科統合医療研究所所長。著者は多数。

日本橋歯科医師会の副会長時代
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